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当施設は介護保険の指定を受けています  

 

（新潟県指定 第１５７０５００１４８号）  
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１．施設経営法人  

 （１）法 人 名   社会福祉法人 柏崎刈羽福祉事業協会  

 

 （２）法人所在地   新潟県柏崎市大字畔屋１９４番地１  

 

 （３）電 話 番 号   ０２５７（２４）４１００   ＦＡＸ（２４）４１０２  

 

 （４）代表者氏名   理事長 政 金 克 芳  

 

 （５）設立年月日   昭和３４年７月１６日 

 

２．ご利用施設  

 （１）施設の名称   特別養護老人ホーム「しおかぜ荘」  

 

 （２）施設の種類   指定介護老人福祉施設 

            平成１２年３月１７日  指定・新潟県第１５７０５００１４８号  

 

 （３）開設年月日   平成１２年１月１日 

 

 （４）入 所 定 員   ７０人   

 

 （５）併設事業 

   当施設では、次の事業を併設しています 

      ［短期入所生活介護］  平成１２年３月３１日 指定・新潟県１５７０５００２８８号 

定員 ７０名（特養空床） 

      ［通所介護事業］    平成１２年３月３１日 指定・新潟県１５７０５００２９６号 

定員 ２５名（通常型） 

     [指定介護予防通所介護相当]定員２５名 

 

      ［居宅介護支援事業］  平成１２年３月３１日 指定・新潟県１５７０５００３０４号 

                            

 （６）施設の所在地    新潟県柏崎市北園町２１番１９号 

 

 （７）電 話 番 号     ０２５７（２４）４１７０   ＦＡＸ０２５７（２４）４１７３  

                                           

 （８）施設長（管理者）  氏 名： 西 巻 雅 人 

 

 （９）建物の構造     鉄筋コンクリート造二階建  

 

 （10）建物の延べ床面積  １ 階  １，７９７．８０㎡  

 ２ 階  ２，２１２．６１㎡  

 合 計  ４，０１０．４１㎡  
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 （11）施設の周辺環境 

柏崎市内の中心、海岸部の市街地に位置しケアハウスを併設、霊峰米山と佐渡を眺望で

き風光明媚な海岸通りに面しており、県立柏崎翔洋中等教育学校、県立アクアパーク、市

民の健康をつかさどる市営の元気館、健康管理センター、第一中学校、柏崎工業高校等に

囲まれた交通の至便の地にあります。  

     

 （12）施設の目的   

    指定介護老人福祉施設は、介護保険法令に従い、ご契約者（利用者）が、その有する能

力に応じ可能な限り自立した日常生活を営むことができるよう支援することを目的とし

て、ご契約者に、日常生活を営むために必要な居室及び共用施設等をご利用いただき、介

護福祉施設サービスを提供いたします。  

   この施設は、身体上又は精神上著しい障害があるために常時の介護を必要とし、かつ、居

宅においてこれを受けることが困難な方がご利用いただけます。  

 

 （13）当施設の運営方針  

    施設は、契約者又は利用者の処遇に関する計画又は施設サービス計画に基づき、可能な

限り居宅における生活への復帰を念頭において、入浴、排泄、食事等の介護、相談及び援

助、社会生活上の便宜の供与その他の日常生活上の世話、機能訓練、健康管理及び療養上

の世話を行うことにより、契約者又は利用者がその有する能力に応じ自立した日常生活を

営むことができるようにすることを目指すものとします。  

    施設は、契約者又は利用者の意思及び人格を尊重し、常にその者の立場に立って処遇ま

たは指定介護老人福祉施設サービスを行うように努めるものとします。  

    施設は、明るく家庭的な雰囲気を有し地域や家庭との結び付きを重視した運営を行い、

   老人の福祉を増進することを目的とする事業を行う者又は居宅介護支援事業者及び居宅

   サービス事業者並びに他の介護保険施設、その他の保健医療サービス又は福祉サービスを

   行うものとの密接な連携に努めるものとします。 

 

３．居室の概要  

（１）居室等の概要 

  当施設では以下の居室・設備をご用意しています。  

 入居される居室の種類を希望される場合は、その旨お申し出下さい。（但し、ご利用者の心身

の状況や居室の空き状況によりご希望に添えない場合もあります。  
 
 居室・設備の種類  室  数  備       考   

個室（１人部屋）  １４室    
 
 多床室（２人部屋）  ２室 

多床室（４人部屋） 
 

合  計 

１３室 
 

２９室 

介護リフト付き２室 
 
 

機能訓練ホール  １室 平行棒、歩行用訓練階段、姿勢矯正鏡 他 

浴   室  １室  一般浴槽、特殊（機械）浴槽、個人浴槽  
  

 脱 衣 室  １室  介護リフト設備あり  シャワーベッド  

医務室  １室   静養室を併設 

 ＊上記は、新潟県条例が定める基準により、指定介護老人福祉施設に必置が義務づけられてい
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る施設・設備です。 

 

 ☆居室の変更：ご契約者又は利用者から居室の変更希望の申し出があった場合は、居室の空き

状況により施設でその可否を決定します。また、ご契約者又は利用者の心身の状況により居室

を変更する場合があります。その際には、家族にご連絡します。  

 

 

４． 職員の配置状況  

   当施設では、ご契約者又は利用者に対して指定介護福祉施設サービスを提供する職員として、

以下の職種の職員を配置しています。  

《主な職員の配置状態》 ※職員の配置については、指定基準を遵守しています。  

            ※短期入所生活介護（空床利用）と合算です。      
 

 職     種  職 務 内 容 配置基準  配置状況   

１．施設長（管理者）   １人 １人 

２．介護職員 
（内パート）  

ご利用者の日常生活上の介護並びに健
康保持のための相談・助言等を行いま
す。 
３人のご利用者に対して１人の介護員
を配置しています。  

２３人以上  
３１人 

（５人） 

３．生活相談員 
（内パート）  

ご利用者の日常生活上の相談に応じ、
適宜生活支援を行います。 
２人の生活相談員を配置しています。 

１人以上  
３人 

（１人） 

 ４．看護職員 
  （内パート）  

主にご利用者の健康管理や療養上の世
話を行いますが、日常生活上の介護、
介助も行います。  
４人の看護職員を配置しています。  

３人以上  
４人 

（１人） 

 ５．機能訓練指導員  

ご利用者の機能訓練を担当します。  
１人の機能訓練指導員を配置してい  
ます。  

１人以上  １人 

 ６．介護支援専門員  

ご利用者に係る施設サービス計画（ケ
アプラン）を作成します。 
１人の介護支援専門員を配置してい  
ます。  

１人以上  １人 

 ７．医  師（嘱託医） 

ご利用者に対して健康管理及び療養上
の指導を行います。  
２人の医師（嘱託）を配置していま  
す。 

１人以上  ２人 

 
８．管理栄養士  

ご利用者に対して栄養管理及び食事上
の指導を行います。  
１人の管理栄養士を配置しています。 

１人以上  １人 
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《主な職種の勤務体制》  
 

職  種 勤  務  体  制 

１．医  師 

（ 内 科 ） 

   （心身医療科） 

 

毎 週  土曜日   午後 １：３０ ～ 午後 ３：００ 

第２・４ 火曜日   午後 １：００ ～ 午後 ３：００ 

２．介護職員 

早 番（１）     午前 ７：００ ～ 午後 ４：００ 

早 番（①）     午前 ８：００ ～ 午後 ５：００ 

普通番（２）     午前 ８：３０ ～ 午後 ５：３０ 

遅 番（３）     午前１０：４５ ～ 午後 ７：４５ 

遅 番（③）     午前１２：００ ～ 午後 ９：００ 

準夜勤（４）     午後 ３：００ ～ 午前 ０：００ 

深夜勤（④）     午前 ０：００ ～ 午前 ９：００ 

３．看護職員 

早 番        午前 ７：３０ ～ 午後 ４：３０ 

普通番        午前 ８：３０ ～ 午後 ５：３０ 

遅 番        午前 ９：３０ ～ 午後 ６：３０ 

４．その他の職員 普 通        午前 ８：３０ ～ 午後 ５：３０ 

 

５．当施設が提供するサービスと利用料金  

（１）介護保険の給付の対象となるサービス（三者契約書第3条参照） 

   以下のサービスについては、利用料金の自己負担分を除き介護保険から給付されます。 

〈サービスの概要〉 

① 食事 

 ・当施設では、管理栄養士及び栄養士（業務委託）の立てる献立表により、栄養並びにご利用

者の身体の状況および嗜好を考慮した食事を提供します。  

 ・ご利用者の自立支援のため離床して食堂にて食事をとっていただくことを原則としています。 

 ［食事時間］  

  朝食：７：４５～８：４５   昼食：１１：４５～１２：４５   夕食：１８：００～１９：００ 

② 入 浴 

  ・入浴又は清拭を週２回以上行います。  

  ・寝たきりでも機械浴槽を使用して入浴することができます。 

③ 排 泄 

  ・排泄の自立を促すため、ご利用者の身体能力を最大限活用した援助を行います。 

④ 社会生活上の便宜 

  ・ご利用者の生活を施設内で完結させてしまうことのないよう、外出の機会を確保するよう

努めます。 

⑤ 機能訓練 

  ・機能訓練指導員及び看護師等により、ご利用者の心身等の状況に応じて、利用者の日常生

活やレクレーション、行事等を通じて行う機能の回復またはその減退を防止するための訓

練を実施します（但し、土・日・祝日は除きます）。 
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⑥ 健康管理 

  ・医師や看護職員が、健康管理を行います。 

 ⑦その他自立への支援 

  ・寝たきり防止のため、できるかぎり離床に配慮します。 

  ・生活のリズムを考え、毎朝・夕の着替えを行うよう配慮します。 

  ・清潔で快適な生活が送れるよう、適切な整容が行なわれるよう援助します。  

〈サービス利用料金（１日あたり）〉（三者契約書第7条、第8条参照） 

  ・ご利用者がサービスを利用した場合の「基本利用料」は以下の通りであり、ご契約者又は

ご利用者からお支払いいただく「利用料負担額」は、介護保険負担割合証に記載の通りと

なります。（基本利用料は、ご利用者の要介護度に応じて異なります。） 

利用者の 

要介護度 

介護福祉施設サービス費（１日当たり：単位円） 

基本利用料 

※（注１）参照 

利用者負担額 

（＝基本利用料の 

１割） 

（＝基本利用料の 

２割） 

（＝基本利用料の 

３割） 

要介護１ ５，８９０ ５８９ １，１７８ １，７６７ 

要介護２ ６，５９０ ６５９ １，３１８ １，９７７ 

要介護３ ７，３２０ ７３２ １，４６４ ２，１９６ 

要介護４ ８，０２０ ８０２ １，６０４ ２，４０６ 

要介護５ ８，７１０ ８７１ １，７４２ ２，６１３ 

（注１）上記基本料は、厚生労働大臣が告示で定める額であり、これが改定された場合は、これら

利用料も自動的に改定されます。なお、その場合は、事前に新しい基本料を書面でお知ら

せいたします。 

※利用者負担額の軽減制度の対象である場合は、その認定内容に基づいた負担額となります。 

☆ 介護保険負担限度額認定 

  一定の要件を満たす方は「介護保険負担限度額認賞」が交付され、食費・居住費が軽減され

る制度 

☆ 高額介護サービス費 

  利用者負担（１割から３割）の合計額が一定の上限額を超えた場合は、申請により超えた分

が払い戻される制度 

※いずれの場合も、市町村への申請が必要となります。柏崎市（介護高齢課）にご相談ください。 

 

※介護保険からの給付額に変更があった場合、変更された額に合わせて、ご契約者又は利用者の

負担額を変更します。 

※ご利用者の負担は所得に応じて、費用基準額及び加算の金額が１割から３割になります。 

※介護保険からの給付額に変更があった場合、変更された額に合わせて、ご契約者又は利用者の

負担額を変更します。 

 

 

【加 算】別表<加算一覧〉を参照 
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（２）介護保険の給付対象とならないサービス（契約書第4条、第8条、第22条参照） 

    以下のサービスは、利用料金の全額がご契約者の負担となります。 

 〈サービスの概要と利用料金〉 

   ①ご利用者が居住する居室の提供 

    居住費（１日あたり）  （１）多床室       １，０３０円  

                （２）個 室       １，３４６円 

     ※負担限度額認定を受けている場合には、認定証に記載してある負担額といたします。 

  ②ご利用者が喫食する食事の提供及び選定する特別な食事の提供。 

    ○通常の食事  

食 費 （１日あたり）              １，６２０円  

    ※負担限度額認定を受けている場合には、認定証に記載してある負担額といたします。 

○特別な食事（アルコールを含みます。利用料金は実費）  

      ご契約者又は利用者のご希望に基づいて特別な食事を提供します。 

  ③理髪・美容 

    月１回、理容師･美容師の出張によるサービス（調髪、顔剃･カット、パーマ等）をご利

用いただけます。  

○利用料金：実 費       

  ④貴重品の管理 

     ご契約者又は利用者の施設生活に必要な物品のみお預かりいたします。 

  ⑤レクリェーション、クラブ活動 

    ご利用者の希望によりレクリェーションや離床活動に参加していただくことができます。

特に日課としては定めず趣向をこらします。  

    利用料金： 材料代等の実費をいただきます。  

１）主なレクリェーション行事        

２）クラブ活動（個人に帰属する場合は、材料費等の実費をいただきます） 

      書道、音楽、生け花、手芸等 

  ⑥持ち込み利用料 

    〇テ レ ビ 使 用 料   １日につき ：１０円  

 〇電気毛布使用料   １日につき ：２０円 

 〇冷 蔵 庫 使 用 料   １日につき ：２０円 

    〇その他       必要に応じて別途協議 

  ⑦複写物の交付 

     ご契約者又は利用者は、サービス提供についての記録をいつでも閲覧できますが、複写

物を必要とする場合には実費をご負担いただきます。  

       〇 １枚につき ：１０円 

  ⑧日常生活上必要となる諸費用実費 

     日常生活品の購入代金等ご利用者の日常生活に要する費用でご利用者に負担いただく

ことが適当であるものにかかる費用をご負担いただきます。  

〇日用品  ：実費 

〇口腔ケアに使用する歯ブラシ代 ：実費  
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※おむつ代は介護保険給付対象となっていますのでご負担の必要はありません。 

  ⑨ご利用者の移送に係る費用 

    ご利用者の嘱託医院や協力医療機関への通院や入院の移送サービスを行います。この場

合費用の負担はありません。    

※ご契約者又は利用者の希望による嘱託医院や協力医療機関以外への通院や入院時の

移送につきましては、ご家族による送迎を原則といたします。 

  ⑩歯科健診に係る費用 

    協力歯科医による歯科健診を受けた場合には、健診に係る費用をご負担いただきます。 

    〇健診料及び事務費：実 費 

  ⑪契約書第22条に定める所定の料金 

ご契約者又は利用者が、契約終了後も居室を明け渡さない場合等に、本来の契約終了日

から現実に居室が明け渡された日までの期間に係る料金（１日あたり） （単位：円） 

ご契約者の要介護度 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

基 本 利 用 料 ５，８９０円  ６，５９０円  ７，３２０円  ８，０２０円  ８，７１０円  
 
  上記の他に  

   ☆ 居住費（１日につき  多床室：１，０３０円  個室：１，３４６円） 

   ☆ 食 費（１日につき  １，６２０円） 

☆ おむつ代（実費）   

   及び下記の加算分実費（１日につき）をご負担して頂きます。 

  ☆ 精神科医師定期療養指導（嘱託医）加算    ５０円  

   ☆ 機能訓練加算（Ⅰ）（Ⅱ）   ３２０円（１２０円、２００円） 

   ☆ その他の加算についても該当の場合、ご負担していただきます。  

   ☆ 経済状況の著しい変化その他やむを得ない事由がある場合、相当な額に変更すること

     があります。その場合事前に変更の内容と変更する事由について、変更を行う２月前

     までにご説明します。  

 

（３）利用料金のお支払い方法（三者契約書第7条、第8条参照） 

  

 利用料金・費用は、１月ごとに計算し、ご請求しますので、翌々月４日までに以下の方法で

 お支払い下さい。（１月に満たない期間のサービスに関する利用料金は、利用日数に基づい

 て計算した金額とします。） 

 

 
金融機関口座からの自動引き落し（リコーリース集金代行サービス） 

※ご利用できる金融機関：郵便局を含む各金融機関（翌々月４日振替）  

 
 

（４）入所中の医療の提供について 

  医療を必要とする場合には、ご契約者又は利用者の希望により、下記協力医療機関において

診療や入院治療を受けることができます。（但し、下記医療機関での優先的な診療・入院治

療を保証するものではありません。また、下記医療機関での診療・入院治療を義務づけるも

のでもありません。）          
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①協力医療機関  
 

  医療機関の名称   新潟県厚生農業協同組合連合会 柏崎総合医療センター   

  所  在  地   柏崎市北半田２丁目１１番３号  

 診  療  科   総合診療科目  
    
  

②嘱託医（特別養護老人ホーム「しおかぜ荘診療所」にて診察）  
 

 医療機関の名称     䬢口内科医院扇町  恩田クリニック   
   

 所 在 地  柏崎市扇町２－３  柏崎市東本町１－８－５４  

 
 診 療 科  

内    科  
診察日：毎週土曜日／午後 

心療内科（精神保健指定医） 
 診察日：毎月第２、４火曜日 
 ／午後  

 
医  師  名  

 
 医 師・䬢 口 真 也  

 
 医 師・恩 田  晃  

 
 

 ③協力歯科医療機関 

 

 

 

医療機関の名称   柏崎市歯科医師会 （大塚歯科医院 大塚 誠之輔）   

所  在  地   柏崎市米山台４－１－７ 

診  療  科   歯科 
    
 

 

６．サービス利用に当たっての留意事項（三者契約書第6条、第12条等参照） 

  利用者は、事業の提供を受ける（以下「サービスの利用」という。）に当たり、次の事項 

 に留意するものとします。 

 

（１） 担当職員の指示に従うよう努めます。 

（２） 前号の指示に従わないなど、事業所の秩序を乱した場合はサービスの利用を断ることが

あります。 

（３） 事業所指定の物品について持参願います。 

（４） サービスの利用に先立ち、健康状態の結果により、事業の提供を見合わせる場合があり

ます。 

（５） 持参する物品については、紛失しないよう氏名を記載するなどして注意します。 

 

７．緊急時の対応（三者契約書第9条参照） 

  事業者は現に事業の提供を行っているときに、利用者に病状の急変が生じた場合その他必

要な場合は、速やかに主治の医師又はあらかじめ事業者が定めた協力医療機関への連絡を行

う等の必要な措置を講じるものとします。また、必要な措置を講じたときは速やかに管理者

に報告します。 

 

８．看取りについて（三者契約書第9条参照） 
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  事業所は、施設において看取りに関する指針に基づき、医師が一般的に認められている医

学的知見に基づき回復の見込みがないと診断した利用者にについて、本人及び家族とともに、

医師、看護職員、介護職員等が共同して、随時本人又はその家族に対して十分な説明を行い、

合意をしながら、その人らしさを尊重した看取りができるよう支援をいたします。 

 

９．感染症及び食中毒の対応（三者契約書第6条、第9条参照） 

  事業者は、施設内において感染症又は食中毒の発生が疑われる際に速やかな対応を行うと

ともに感染症及び食中毒の予防及び蔓延のための必要な措置を講じます。 

①事業者は、感染症又は食中毒が疑われる際に速やかな対応を行うための体制を整備し、地

域の医療機関と連携、有症者等の状況及び有症者等に講じた措置等の記録、必要に応じて市

町村及び保健所の指示を求める等、により蔓延防止に努めます。 

②事業者は、感染症又は食中毒の発生が疑われる場合は、その原因を究明し再発を防止する

方策を講じます。 

 

 

１０． 事故発生時又は再発防止の対応（三者契約書第6条、第9条参照）  

  事業者は、利用者に対するサービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに利用者の

家族及び市町村等に事故の発生の連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。  

（契約書第８条、１２条、１３条参照）  
 

 ①事業者は、利用者の生活全般を管理していることから、利用中の事故について家族に対 

  し誠意を以って管理上の謝罪及び事故発生状況と経過説明を致します。 

②事業者は、事故が発生した場合、事故の状況及び事故に際してとった処置について記録を

いたします。  

 ③事業者は、事故が発生した場合はその原因を究明し、再発を防ぐための方策を講じます。 

 ④事業者は、利用者に対するサービスの提供により発生した事故等により利用者の生命、身

体、財産等に損害が生じた場合等、賠償すべき事態において速やかに損害を賠償します。 

   ただし、事業者の故意又は過失によらない場合は、この限りではありません。  

 

１１． 虐待防止の対応 

施設は、利用者の人権の擁護・虐待の防止のため次の措置を講じます。  

（１） 虐待を防止するための職員に対する研修を実施します。  

（２） 利用者及びその家族からの苦情対応体制の整備をします。  

（３） その他虐待防止のために必要な措置を講じます。  

施設は、サービス提供中に当該施設職員又は養護者（入所者の家族等高齢者を現に養護する者）に

よる虐待を受けたと思われる入所者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報するものとし

ます。 

 

１２．ハラスメントの対応（三者契約書第19条参照） 

事業所は、適切なサービスの提供を確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は優越

的な関係を背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより従事者の就業環

 境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な措置を講じます。 
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①事業所内において行われる優越的な関係を背景とした言動や、業務上必要かつ相当な範囲を超える

下記の行為は施設として許容しません。 

（1）身体的な力を使って危害を及ぼす（及ぼされそうになった）行為 

（2）個人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけたり、おとしめたりする行為 

（3）意に沿わない性的言動、好意的態度の要求等、性的ないやがらせ行為 

 上記は、当該職員、ご利用者及びその家族等が対象となります。 

②ハラスメント事案が発生した場合、ハラスメントの防止に関する指針を基に速やかに対応し、再発

防止会議において、同事案が発生しない為の再発防止策を検討します。 

③職員に対し、ハラスメントに対する基本的な考え方について研修などを実施します。また、定期的

に話し合いの場を設け、介護現場におけるハラスメント発生状況の把握に努めます。 

④ハラスメントと判断された場合には行為者に対し、関係機関への連絡、相談、環境改善に対する必

要な措置、利用契約の解約等の措置を講じます。 

 

１３．非常災害対策（三者契約書第6条、第9条、第15条参照） 

  事業者は、非常災害に関する具体的計画を立てておくとともに、非常災害に備えるため、定期的に

避難、救出その他必要な訓練を行うものとします。また、救出その他必要な訓練は、少なくとも年２

回以上実施します。 

 

 

１４．個人情報の取り扱い（三者契約書第10条参照） 

個人情報の取り扱いについては、個人情報保護規程に基づき別紙利用目的概要書に掲げる目

的に利用し、その取り扱いには細心の注意を払います。 

 

 

１５．施設を退所していただく場合（契約の終了について）（三者契約書第15条参照）  

当施設との契約では契約が終了する期日は特に定めていません。したがって、以下のような

事由がない限り、継続してサービスを利用することができますが、以下の事項に該当する場合

には、当施設との契約は終了し、ご利用者に退所していただくことになります。 

 

 

①要介護認定によりご利用者の心身の状況が自立又は要支援と判定された場合。 

②事業所が解散命令を受けた場合、破産した場合又はやむを得ない事由により施設を閉鎖した

場合。  

 

 ⑤ 当施設が介護保険の指定を取り消された場合又は指定を辞退した場合。 

⑤ご契約者又は利用者から退所の申し出があった場合（詳細は以下をご参照下さい）。 

⑥事業者から退所の申し出を行った場合（詳細は以下をご参照下さい）。  

 

 

（１）ご契約者からの退所の申し出（中途解約・契約解除）  （三者契約書第17条、第18条参照） 

 契約の有効期間であっても、ご契約者から当施設から退所を申し出ることができます。その場合に

は、退所を希望する日の７日前までに解約届出書をご提出下さい。 

  但し以下の場合には即時に契約を解約・解除し、施設を退所することができます。 
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①介護保険給付対象外サービスの利用料金の変更に同意できない場合。 

 ②施設の運営規程の変更に同意できない場合。 

 ③ご利用者が入院された場合。  

 ④事業者もしくはサービス従事者が正当な理由なく本契約に定める指定介護老人福祉施設

サービスを実施しない場合。  

 ⑤事業者もしくはサービス従事者が守秘義務に違反した場合。  

 ⑥事業者もしくはサービス従事者が故意又は過失によりご契約者又は利用者の身体・財物・ 

  信用等を傷つけ、又は著しい不信行為並びにハラスメントその他の迷惑行為、その他本契

約を継続しがたい重大な事情が認められる場合。 

 ⑦他の利用者がご利用者の身体・財物・信用等を傷つけた場合もしくは傷つける恐れがある

場合において、事業者が適切な対応をとらない場合。 

 

（２）事業者からの申し出により退所していただく場合（契約解除）（三者契約書第19条参照）  

以下の事項に該当する場合には、当施設から退所していただくことがあります。  

  ①ご契約者又は利用者が、契約締結時にその心身の状況及び病歴等の重要事項について  

  故意にこれを告げず、又は不実の告知を行い、その結果本契約を継続しがたい重大な  

  事情を生じさせた場合。  

 ②ご契約者によるサービス利用料金の支払いが６月以上遅延し、相当期間を定めた催告にも

かかわらずこれが支払われない場合。  

 ③ご利用者が、故意又は重大な過失により事業者又はサービス従事者もしくは他の利用者等

の生命・身体・財物・信用等を傷つけ、又は著しい不信行為並びにハラスメントその他の

迷惑行為を行うことなどによって、本契約を継続しがたい重大な事情を生じさせた場合。 

 ④ご利用者が連続して３月以上病院又は診療所に入院すると見込まれる場合もしくは入院

した場合。  

 ⑤ご利用者が介護老人保健施設に入所した場合もしくは介護療養型医療施設又は介護医療

院に入院した場合。 

 ⑥利用者または契約者、その家族等が事業者や施設職員に対して、次のような不信行為等を

行った場合 

  ア パワーハラスメント 

    （業務の適正な範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与えたり、介護支援をする際の

環境を悪化させる行為） 

  イ セクシャルハラスメント 

    （事業者の職員等を不快にさせる性的な言動） 

  ウ マタニティハラスメント 

    （妊娠した事業者の職員等に対する嫌がらせ） 

  エ カスタマーハラスメント 

    （利用者や契約者、またはその家族等であるという立場の優位性を盾に、悪質な要求

や理不尽なクレームを行う行為） 
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  オ 契約以外の行為を執拗に要求した場合 

  カ その他、事業者や職員等が契約の行為を行うことが困難になる理不尽は行為があった

場合 

   
 

＊ご利用者が病院等に入院された場合の対応について（三者契約書第21条参照） 

当施設に入所中に、医療機関への入院の必要が生じた場合の対応は、以下のとおりです。 

  ①検査入院等、６日間以内の短期入院の場合 

６日間以内入院された場合は、退院後再び施設に入所することができます。 

但し、入院期間中であっても所定の加算額をご負担いただきます。  

・入院・外泊時費用 １日あたり ２，４６０円（利用者負担額１割の場合２４６円） 

・居住費      １日あたり 多床室    １，０３０円  

                  個 室    １，３４６円 

※負担限度額認定を受けている場合は、認定証に記載してある負担額といたします。 

  ②７日間以上３月以内の入院の場合 

  ７日以上の入院であっても３月以内に必ず退院が見込まれる場合は、契約を継続中とするこ

とができます。この場合、入院期間中であっても下記の利用料金をご負担いただきます。 

・居住費      １日あたり 多床室    １，０３０円  

                  個 室    １，３４６円 

※負担限度額認定を受けている場合は、認定証に記載している負担額といたします。  

  但し、空ベッドを短期入所生活介護（ショートステイ）用として使用した場合、短期入所生

活介護で使用した期間の居住費のご負担はありません。その際は、ご利用者の私物等の整理

整頓を行って下さい。 

  ③３ヶ月以内の退院が見込まれない場合 

  ３月以内の退院が見込まれない場合には、契約を解除する場合があります。  

 

（３）円滑な退所のための援助（三者契約書第20条参照） 

   ご利用者が当施設を退所する場合には、ご契約者又はご利用者の希望により、事業者はご利

用者の心身の状況、置かれている環境等を勘案し、円滑な退所のために必要な以下の援助を

ご契約者又はご利用者に対して速やかに行います。  
 

  ○適切な病院もしくは診療所又は介護老人保健施設等の紹介。  

 ○居宅介護支援事業所の紹介。  

 ○その他保健医療サービス又は福祉サービスの提供者の紹介。  

 

 
 

１６．身元引受人（契約書第２２条参照） 

  契約締結にあたり、身元引受人をお願いすることはありません。ただし、入所契約が終了し

た後、当施設に残されたご利用者の所持品（残置物）をご契約者自身が引き取れない場合に備

えて、「残置物引取人」を定めていただきます。当施設は、「残置物引取人」に連絡のうえ、

残置物を引き取っていただきます。  
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   引渡しにかかる費用については、ご契約者または残置物引取人にご負担いただきます。 

  ＊入所契約締結時に残置物引取人が定められない場合であっても、入所契約を締結すること

は可能です。 

 

 

１７．提供するサービスの第三者評価の実施状況 

実 施 状 況 有 ○無  

 

 

１８．苦情の受付について（契約書第２４条参照） 

（１）当施設における苦情の受付 

   当施設における苦情やご相談は以下の専用窓口で受け付けます。  

   ○苦情受付窓口       電 話 番 号：２４－４１７０  

                 ＦＡＸ番号：２４－４１７３  

     ［苦情受付担当者］ しおかぜ荘 ・次 長（亀山 千賀子) 

            ［苦情解決責任者］ しおかぜ荘 ・施設長（西巻 雅人） 

○受付時間    毎週月曜日～金曜日    午前９：００～午後５：００  

       また、苦情受付ボックス（ご意見箱）を１階事務室に設置しています。 

（２）法人第三者委員における苦情の受付 

   当施設並びに法人施設における苦情やご相談は以下の第三者委員も受け付けています。 

   ○苦情受付 

     [法人第三者委員〕 

宮 田 知津子  （宮田知津子司法書士事務所） ２４－５５２２ 

     砂 塚 一 美  （保健師）          ２７－３１５９ 

     小野塚 正 之  （法人監事）         ２４－０４６９ 

   ○受付時間     毎週月曜日～金曜日    ９：００～１７：００ 

 

 （３）行政機関その他苦情受付機関 
 

柏崎市福祉保健部 

介護高齢課  

 所 在 地：〒945-8511   柏崎市日石町２番１号  
 電話番号：２３－５１１１   FAX・２３－５１１６  
 受付時間：午前９時～午後５時  

新潟県国民健康保険 

団体連合会 

介護サービス相談室 

 所 在 地：〒950-8560  新潟市中央区新光町４番１号  
 電話番号：025-285-3022  FAX・025-285-3074 
 受付時間：午前９時～午後４時  

新潟県社会福祉協議会 
（福祉サービス運営適正化

委員会）  

 所 在 地：〒950-0994   新潟市中央区上所２－２－２(ユニゾンプラザ内） 
 電話番号：025-281-5534 FAX・025-281-5535 
 受付時間：午前９時～午後４時 
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                            令和     年   月   日 

 

 

   指定介護老人福祉施設サービスの提供の開始に際し、本書面に基づき重要事項の説明 

  を行いました。        

        「指定介護老人福祉施設」特別養護老人ホーム「しおかぜ荘」 

 

    説明者・職名            氏名                          印 

 

 

 

 

   私は、本書面に基づいて事業者から重要事項の説明を受け、指定介護老人福祉施設サ 

  ービスの提供開始に同意しました。 

 

 

             利用者    氏名 

 

 

 

           契約者       住所  

                        

氏名                                      印 

 

 


